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はじ3うに

胆石イレウスは胆石が腸管に嵌頓して生じる機械的

イレウスであり,本 邦では比較的まれな疾患とされて

いる。1903年に江口らめによって報告されたのが本邦

では最初である。われわれは既往歴および術前検査で

胆石イレウスを疑い,手 術をし治癒せしめえた2症例

を経験したので報告する.

症  例

症例 1:77歳 ,女 性.

主訴 :右上腹部痛,嘔 珪.

既往歴 :胃漬瘍.

家族歴 :特記すべきことなし.

現病歴 :57年10月中旬ごろより右上腹部痛,嘔 気,

嘔吐があるも放置していた.徐 々に一般状態が悪化し

たため当院内科を57年11月30日に受診し,直 ちに入院

となる。点滴胆道造影 (以下DICと 略す)で は総胆管

の拡張と胆嚢造影の不良が認められた(図1)。上部消

化管造影 (以下UGIと 略す)では胃角部の壁の硬化,

十二指腸球部の変型,造 影剤の腸管外流出が認められ

(図2),胃十二指腸潰瘍と胆裏十二指腸痩と診断され,

内科的治療が行なわれた。徐々に一般状態は改善して

きたが,58年 2月27日に突然,上 腹部仙痛,嘔 気,嘔

吐が出現した。UGIを 再度施行したところ造影剤の腸

管外流出,十 二指腸の著明な拡張,空 腸への造影剤の

通過障害が認められた(図3).胆 石によるイレウスを

疑った。著明なアルカロージスがあり,一 般状態が極

めて不良なため,中 心静脈栄養法にて状態の改善を計

り58年3月 9日 に手術を行った。
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手術所見

胆道系は十二指腸,横 行結腸が強固に癒着 し確認出

来なかった。胃角部に疲痕を認めた。 トライツ靭帯よ

り約10cm肛 門側空腸に果物を触知 し, これより口側

腸管は著明に拡張していた。腸を切開し結石を摘出し

た (図4)胆 道系は癒着が強 く剣離が困難なためこの

部を空置し, ビルロー トII法にに胃切除術を行った。

結石の大きさは3.5×3cmで あ り,結 石の成分は98%

コレステロールであった。

術後経過 :術後は順調に経過 し,58年 4月 4日 に退

院した。

症例 2:71歳 ,男 性.

主訴 !腹痛,嘔 吐,黄 疸.

図 1 症 例 1の DIC.胆 婁陰影の欠損
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図2 症 例 1の UGI.胃 角部の壁の硬化と造影剤の腸
管外流出

レウスの2治験例

図 4 症 例 1の術中写真.

肛門側空腸の結石嵌頓部
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トライツ靭帯より約10cm

図 3 症 例 1の UGI.十 二指腸の拡張と造影剤の空腸
への通過障害

既往歴 122年前に虫垂切除術.20年 前より胆石症の

診断がなされていた。

家族歴 :特記すべきことなし.

現病歴 :20年前から上腹部,右 背部痛,黄 疸などを

図5 症 例 2の UGl.造影剤の胆道への逆流と胆道内
の結石像

くり返 し胆石症の診断で手術を勧められていたが,放

置していた。58年5月 12日に右上腹部痛あ り,嘔 気,

嘔吐が出現したが放置 していた。黄痘が出現したため,

某医を受診し,胆 石イレウスを疑われ,58年 5月 18日

に当院外科へ紹介された。

入院時所見 :全身黄染,腹 部膨満,肺 周囲の圧痛あ

り,検 査所見では自血球数の増多,S‐GOT,S‐GPTの

軽度の上昇,ビ リルビン,Al―Pの 高値が認められた。

胆石イレウスの診断で58年5月 19日に手術をした。

手術所見 :小量の腹水と肝硬変症を認めた。 ト ライ

ツ靭帯から約2m肛 門側空腸に果物を触知 した。これ

より日側腸管は著明に拡張していた。腸を切開し多数

の結石を摘出した(図5).胆 道系には大綱,十 二指腸,

横行結陽が癒着 し,触 診にて多数の結石を認めた。胆

嚢輸出,胆 道切石術を行 うべ くtll離を進めたが,血 圧

が低下し,一 般状態が悪化 したため手術を中止した。
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図6 症 例 2の術中写真.ト ライツ靭帯より約2m肛

門側空腸の嵌頓結石の摘出.

結石の大きさは4X3.5cmが 最も大きかった。結石の

成分はビリルビンとヨレステロールの混合であった.

術後経過 :良好に経過し黄痘も消失したため58年6月

7日にUGIを 施行した。十二指腸と胆道が慶孔化し,

胆道内に多数の結石を認めた(図6)。一般状態の改善

した58年6月22日に第 2回 目の手術を行った。

手術所見 :癒着した大網,横 行結腸,十 二指腸を剣

離する。胆裏は萎縮し,総胆管は著明に拡張していた。

胆嚢を摘出し,ついで総胆管を切開し結石を摘出した。

術中胆道造影,胆 道ファィバースコープの観察で遺残

結石のないことを確認し,T,チ ュープを留置し手術を

終了した。

術後経過 :順調に経過し,58年8月 1日に退院した。

考  察

胆石イレウスは比較的まれな疾患である.本 邦では

江日'が最初に報告している。1981年に高口ら分が121

例を集計している。その後1984年までに自験 2例を含

めて5例ゆ~91を集計しえたので高田らの報告と合わせ

146例を分析し検討した。

発生頻度 t胆石イレウスは機械的イレウスの 1

～3%1い 1)とされている.当 院での頻度は1979年1月

から1983年12月までの5年間に機械的イレウスは124

例あり, このうち胆石イレウスは2例 (1.6%)であっ

ツt i .

発症年齢 150～ 70歳が最も多 く,つ いで70歳代であ

る。1980年以後の症例では70～80歳が最も多 く高齢化

の傾向にある。性別についてみると,欧 米では圧倒的

に女性が多いが121本
邦では男女比は 1:1.3と 大 きな

差はない (表 1).

閉塞部位(表 2)!回 腸が最も多 く,つ いで空腸であ
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表 1 胆 石イレウス年齢構成

表 2 胆 石イレウス閉基部位

日  門

十二指鵬

空  臨

回  路 8 0

お  い

1ヽい

不  明

る。われわれの症例は 2例 とも空腸であった。

結石の通過経路 :胆嚢十二指腸慶が最も多 く,つ い

で自然道であった.

胆石の大きさは1.5～8cmで 平均4。2cmで あった。

胆石の成分はビリルビン系と混合結石が多いが,1979

年以後の症例ではヨレステロール系の頻度が高 くなっ

ている。われわれの症例はヨレステロールと混合結石

であった (表3).

診断 :症状は一般の腸閉塞症 と同じで,上 腹部痛,

嘔気,嘔 吐である。胆石症の既往についてみると70%

以上に認められている。われわれの症例 も胆石症の診

断がなされていた。臨床検査では黄疸,GOT,GPT,Al‐

P,r,GTPな どの異常を示す例は意外に少ない。われわ

れの症例は 2例 ともGOT,GPT,Al‐ Pの 異常を認め

た。 2例 目は胆道内に結石が充満していたため黄痘が

みられた。胆石イレウスのレン トゲン診断に関しては

Riglerめの診断基準がある。1)胆 道系のガス像または

造影剤の流入,2)Jヽ 腸膨満像,3)腸 管内結石の確認

とその経時的移動像 とされている。われわれの症例は

表 3 結 石通過経路

自 然 道

想の う十二指脇裏 79

構旧管十二指鵬想

胆のう胆管十二指鵬豪

阻の う胃荘 1

不    明



2例 とも胆道系への造影剤の流入が認められている。

胆石イレウスはまれな疾患であるため本症を念頭にお

かなければ診断は困難であるが,胆 石イレウスを念頭

におき胆石症の既往,X線 診断にて術前に診断は可能

と思われる。

治療 :手術療法と保存的治療が行なわれているが,

死亡例の多くは保存的治療によるものである。高齢者

が多く,上 部消化管での閉塞が多い胆石イレウスは一

般状態の悪い症例が多いため手術を躊躇されるが,術

前管理を十分に行い,できる限り手術をすべきである。

手術法は腸を切開し結石の摘出のみを行うことが多
い。胆道系への附加手術は一般状態が悪いこと,癒 着

が強く剣離が困難なこと, さらに慶孔の自然閉鎖があ

るなどの理由で行なわれないことが多い。われわれの

症例は1例 目は胆道系への手術は行なわなかったが,

2例 日は総胆管内に多数の結石が認められたため2期

的に胆襲摘出術,総 胆管切石術を行った。

予後 !高齢者が多く一般状態の悪い症例が多いため

治療成績の悪い疾患と考えられていた。事実,初 期の

ころは成績が不良であったが,術 前,術 中,術 後管理

の進歩した50年以後の症例では死亡例はたったの2例

のみであり,予 後良好な疾患といえる。

ま と め

胆襲十二指腸痩,お よび胆道十二指腸療より排出さ

れた胆石により空腸が閉塞されイレウスとなった2症

例を報告するとともに若干の文献的考を加えた。
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